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Ａ．研究目的 
2020 年度、文科省の「学校基本調査」によると、

高校進学率は、98.8％と発表された。ほとんどの中

学生が高校教育を受けている現在、高校生がん患

者の療育中の教育の中断は、彼らの治療意欲や治

療後の学校生活での集団適応に影響を与えている。

高校生がん患者にとって、小中学教育と同様に、

治療と両立できるための教育システム、教育環境

の一層の充実が必須である。 
思春期世代のがん患者の治療の集約化は困難で、

さまざま施設・診療科に存在することから、本分

担研究では、多様で具体的な好事例を収集し、好

事例集を作成する。各施設での資源を利用した高

校教育支援を実現化するための資料とすることを

目的とする。 
 

Ｂ．研究方法 
１．現状把握・啓発 

日本成人白血病治療共同研究機構（JALSG）か

ら本研究調査のアンケート協力への同意取得後、

メーリングリストを介して JALSG へ参加して

いる各施設責任者へ、高校生がん患者の教育の

現状に関する Web アンケートを行った。 

２．好事例の情報収集・好事例集原案作成 

日本小児がん研究グループ（JCCG）参加施設

の中で、好事例に関するインタビュー調査への

同意を得られた 施設へ、オンラインなどでの好

事例に関する情報収集を昨年度から引き続き行

った。この情報を元に、好事例原案を作成した。 

 

（倫理面への配慮） 

アンケート調査の実施において、回答者に本研

究への協力を諾否の意思表示の機会を設け、承諾者

のみの情報を活用することとした。 

また、好事例集においては、個人が特定できな

いよう修正を加えて作成することとした。 
 
Ｃ．研究結果 

１．JALSGWeb調査（対象223施設) 

 2020年6月-7月 
①最近5年以内に高校生のがん患者を受け入れ
た経験の有無  

あり 55％（回答99施設、回収率 44％） 
② 貴施設に高校生が入院中、高校教育を継続し
て受けられた事例のご経験はありますか 
 あり 25％（回答57施設、回答率 約58％） 
③ どのような体制での高校教育の提供でした
か？  （回答14施設） 
 
 特別支援学校・学級 21％ 
 遠隔教育  43％ 
 その他   43％ 
 
④入院中の授業提供方法 回答3施設 
 遠隔授業：個人所有パソコン３ 
 （学校のオンライン授業1人を含む） 
 
⑤今後に期待すること 
・メディアを利用した教育 26 
 詳細 
現場でメディアが利用できるシステム構築 22 
機材提供 1 
受講用空間の整備 3 

・公的な教育支援体制 4 
 詳細 
単位取得システム 2 
院内学級 1 

 経済的支援 1 
・高校との連携 3 

研究要旨：本研究では、高校生がん患者への治療と学業の両立支援が、医療体制・学校体制

を問わずに実現できることを目指して、多様な好事例集の作成を行う。2年目である令和2年
度は、日本成人白血病治療共同研究機構（JALSG）に参加している223施設を対象にWeb調
査を行った。99施設から回答を得て、5年以内に高校生がん患者の受け入れを経験した施設は

55％。このうち、高校教育が継続できた事例を経験した施設は25％。日本小児研究グループ

を対象に行った結果よりも回収率、高校教育の継続事例の経験共に低かった。成人診療領域

では、高校生のニーズに気づかれていない可能性がある。 
また、初年度のWeb調査結果にて、同意を得られた施設へのインタビューを令和2年度まで継

続し、好事例を収集した。この中から、がん治療現場での高校教育の実践に有用な情報を整

理し、好事例集の原案を作成した。 



 詳細 
 密な連携 1 
 課題の提示 1 
 学校の理解 1 
・小児ケアとの連携 3 
 小児ケアスタッフとの連携 2 
年代にあった先生 1 

・進路指導 1 
・交流の場 1 

 
2. 好事例の情報収集・好事例集原案作成 

 初年度から引き続き、JCCG参加施設への好事例の

情報収集を目的とした2次調査の承諾をいただいた

施設を対象に、事前アンケートフォーマットを送付

し、これをもとにオンライン、または電話でのイン

タビューを行った。 

 これをもとに、高校教育実践に必要な情報を含む

事例、エピソードを抽出し、15事例を作成すること

とした。下記に、各事例のタイトル案と、含まれる

内容を整理した表を示す。 

15事例タイトル案 

1） 学習支援計画書に基づく自習を支援するこ

とにより単位修得をした県立工業高校生 

2） 私立・公立間の隔壁がない地域で支援学校

の世話役に支えられた高校生 

3） 将来の夢を治療後遺症により断念しつつも

大学受験に臨んだ私立高校 3年生 

4） ソーシャルワーカーが院内の高校生を漏れ

なく教育支援につなげることにより成人

病棟に入院後も教育継続ができた高校生 

5） 同年代の学習ボランティアがキャリア教育

にも役立った高校生 

6） 県教育庁主導の体制による遠隔授業により

転籍なく単位修得した県立高校生 

7） 特別支援学校高等部に転籍し、最大 30時間

/週の授業が確保できた県立高校生 

8） 県立通信制高校への転籍で単位認定が受け

られた県立高校普通科の 3年生 

9） 原籍校の非常勤講師が特別支援学校に派遣

され対面授業を受けた県立高校生 

10) 実習授業に代わる課題提出により単位修得

ができた県立商業高校 

11) 病室内での実習課題に取り組む環境を整え

単位を修得した県立服飾学科高校生 

12) 県教育委員会主導により原籍校から遠隔授

業を提供された県立高校生 

13) 実技授業は遠隔授業、主要５科目は対面授

業で単位を取得した高校生 

14) 長期入院生徒学習支援事業にもとづく遠隔

授業で単位を取得した高校生 

15) 遠隔教育・対面授業・余暇活動の機会を希

望により体験できた高校生 
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Ｄ．考察 
１．JALSG参加施設における高校教育支援状況 
 高校生がん患者は、小児科診療領域と成人診療領

域にするまたがって点在する。今回調査をした成人

領域のJALSG対象の回収率は、初年度に行った小児

領域のJCCG対象よりも低く、とくに、高校教育が継

続できている否かの質問の回答は、高校生受け入れ

施設のうちの58％、さらに高校教育がどのような形

態で継続されていたかの回答率は高校生受け入れ

施設中14％であった。成人領域での高校生がん患者

の教育継続のニーズの啓発が必要であると考えた。 

 一方、アンケート時期がCovid19感染拡大予防対

策による学校教育も休校対応となっていた渦中で

あったことによる良い影響と考えられるが、教育継

続の形態として43％が遠隔教育を取り入れていた。

遠隔教育のシステムが高校教育現場に整備され始

めていることが期待できる。 

今後、必要としている情報・システムとしては、

メディアを利用した教育体制がもっとも多く、回答

34施設中の76％に及んだことを踏まえると、療養中

の高校教育継続の中心的な教育モデルとしてのシ

ステム構築が期待される。 

同時に、高校との連携（密な連携や理解）、小児

ケアとの連携、交流の場のニーズも回答されている

ことから、学業だけではない、心理・社会的な支援

を教育の要素として考えていると言えるだろう。 

 

２．好事例の情報収集・好事例集原案作成 

 当事者、家族、教育者、医療現場、行政など、療

養中の高校教育提供に係るすべての関係者向けを

意識して作成することを考えている。 

 正しい用語ではなく、誰でもが理解できる用語を

定義して利用する、教育継続にはじめて取り組む読

み手にとって実践するために必要な情報を探しや

すく、届きやすく、目次や情報の掲載方法を工夫す

る、などを考えた。 

 同研究班、分担の行政調査を踏まえての行政モデ

ル案も、本好事例集と一体化して作成することで、

同じく、本研究班で分担作成中の『手引書』との併

用で、高校教育の継続支援の実践が容易となること

が期待できる。 

 

Ｅ．結論 

 コロナ禍によりメディアを利用した遠隔教育の

システムが広がりつつある。このような教育システ

ムをこれから構築しようとする高校現場、医療現場

に有用な情報を掲載した好事例集であり、当事者に

は希望を忘れさせない好事例集の完成を目指す。好

事例集には、高校生がん患者の学業だけでないニー

ズを盛り込み、心理・社会的支援も含んだ関わりを

も含んだ教育の質の担保の重要性も伝える必要が

ある。これを持って、高校生がん患者のニーズ理解

が届いていない領域への啓発も今後必要である。 
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